
特 集

プラスチック海洋汚染

特集作成にあたって

この特集は、中学生がわかりやす

く読めるように表現等を工夫して

います。ぜひ、特集を読んで、自

らの学びにつなげてもらえれば、

幸いです。
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『スタバ、プラ製ストロー廃止 2020 年までに全世界で』

（2018 年 7 月 10 日 朝日新聞見出し）

『成田空港 脱プラスチック推進 紙ストローなど導入』

（2019 年９月 20 日 日経新聞見出し）

『全ての小売店でレジ袋有料化 政府、来年４月目指す』

（2019 年９月 26 日 朝日新聞見出し）

・

・

・

最近になって、プラスチックを使わず別のものに代える動きが、

様々な分野で見られるけど、なぜ、プラスチックを使わず、別のもの

を使う方がいいの？

そもそもプラスチックって何？

どんなふうに作られて、利用されて、廃棄されているの？

世界や日本ではどんな対応をしているの？

今回の環境ブックは、

『プラスチック海洋汚染』を特集します。

（SDGｓ 関連する分野）
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1 プラスチック海洋汚染とは

ここでは、プラスチック海洋汚染の現在の状況をお知らせす

るよ。世界の海にどれだけプラスチックごみがあるのか、どん

な被害があるのか理解しよう。

１）プラスチック海洋汚染の現状

世界の海に存在しているプラスチックごみは、合計で 1 億 5,000 万ト

ンともいわれています。また、少なくとも年間約 950 万トンが新たに海

に流出していると推定されています。世界経済フォーラムでは、「2050

年に海洋プラスチックごみの量が海にいる魚の量を上回る」という予測を

発表しました。

海のプラスチックは、①海面を漂う ②海に沈む ③海岸と海面を行き

来する状態で存在しています。

海に存在しているプラスチックは、波や紫外線などの影響で分解され、

５ｍｍ以下のマイクロプラスチックになることも指摘されています。

海に存在しているプラスチックにより、次のような被害が報告されてい

ます。

①ウミガメに、海へ流出した漁網が絡まり、動けなくなり死んでしまう

②クジラの胃袋にたくさんのプラスチック袋などが詰まっていた

③海岸の砂浜にプラスチックが堆積し、ウミガメの産卵場所とならなく

なった

など、プラスチックの状態に応じてさまざまな被害が起こっています。

また、人体への影響も懸念されています。魚がマイクロプラスチックを

体内に摂取し、プラスチックに付着した有害物質（ＰＣＢ：ポリ塩化ビニ

フェルなど）も合わせて摂取しています。有害物質が魚の体内で濃縮蓄積

され、その魚を食べた人に影響を与える可能性もあります。具体的な影響

は、これから研究が進められていく予定です。
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経済的な影響もあります。海面を漂っている漁網などがスクリューに絡

みつき、船舶が傷つく被害も報告されています。また、海岸に打ち上げら

れたプラスチックごみが、きれいな砂浜の景観を損ね、観光業に打撃を与

えた、という被害もあります。

・世界の海のプラスチックごみは、推計 1 億 5,000 万トン

・年間 950 万トンものごみが、海に流れ出ている

・被害は、生きものが死んでしまう、有害物質を摂取してし

まう、経済的な影響などさまざまな形で出ている

さまざまな被害をもたらす海洋プラスチックは、

なぜ存在するのだろう？

２）プラスチックが海洋に排出される原因

海洋に存在しているプラスチックのうち、約８割は陸上から海に流れ出

たものといわれています。特に多いのは、ペットボトルや容器包装用プラ

スチックといった日用品です。

約２割は海上で発生したものと考えられています。海上で発生する主な

ものは、漁具など海で捨てられたものや流されたものです。

陸上から流れ出るルートは次のようなものがあげられます。

①下水や豪雨時に処理しきれなかったプラスチックごみの流出

②埋立地からの流出

③道路上のプラスチックごみが、排水溝から海まで流出

④海辺に放棄されたプラスチックごみの流出

⑤工業で生産されたプラスチック素材の不適切な廃棄処理

2016 年の環境省の漂着ごみのモニタリング調査では、プラスチックご

みは全体に対して重量では 23.3％、容積では 48.4％、個数では 65.8％

を占めました。漂着したものは、漁網・ロープ、ブイ、その他漁具が主で、

重量で約 6 割を占めていました。

・海のプラスチックの 8 割は陸上から、2 割は海上から発生

・ペットボトルや容器包装用プラスチックなどの日用品が多い
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2 プラスチックとは

プラスチックって何だろう？

日常で使っているけど、その特徴はどういったも

のだろう？

プラスチックの特徴は、熱を加えて変形させ、物質を添加することで、

固くも柔らかくもなり、色なども付けられることです。

1）性質

プラスチックは、その性質から大きく２つに分かれます。

①熱
か そ せ い

可塑性樹脂

熱によって可塑性を生じ、冷やすと固まる。再加熱、再成形、冷却

を繰り返すことができる。代表）ポリエチレン、ポリスチレン

②熱硬化性樹脂

加熱すると可塑性を生じるが、化学変化を起こすため、一度硬化す

ると可塑性を失う。代表）フェノール樹脂、メラミン樹脂

２）由来

プラスチックは主に石油から作られています（石油由来）。石油産出の

うちの４％が製品の原材料として使われ、４％がその製品を作る・運ぶた

めに使われているという試算があります。

自然由来のものは、バイオマスプラスチックと呼ばれています。バイオマ

スプラスチックは、食糧にもなるとうもろこしなどから作られるものと食

糧にならない木材などから作られるものがあります。また、バイオマスプ

ラスチックといっても、100％自然由来ではなく、石油由来と合わせて

作られることが多くあります。これは、自然由来の生成条件によりますが、

プラスチックの強度を保つために必要となっています。

３）生分解性

プラスチックが、土や水などの中にすんでいる微生物等の作用で分解さ

れ、自然に戻る性質を生分解性といいます。現在、使用されているプラス

チックのほとんどは生分解性がなく、自然に捨てられても小さくなること

はあっても、プラスチックとしての性質を長期間保ちます。生分解性のあ

るものは、例えば土に入れると微生物の作用で分解され、炭酸と水に戻り

ます。
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しかし、分解されるまでの期間や分解される条件など様々な課題があり

ます。また、生分解性があるプラスチックとないプラスチックを一緒にリ

サイクルすることは技術的に難しいと言われています。

＜由来と生分解性＞

２）由来、３）生分解性を説明しましたが、由来と生分解性は別のもの

です。石油由来のプラスチックでも生分解性のものもあります。また、自

然由来のバイオマスプラスチックでも生分解性がないものもあります。

※左上の石油由来で生分解性がないプラスチックよりも右下の自然由来で
生分解性があるプラスチックの方が好ましい

自然由来で環境中に放出しても分解されるプラスチックが、環境にや

さしいと考えられますが、それは正しいでしょうか。そもそも「プラスチ

ックをムダに作らない」「環境中に放出しない」ことの方がより大事なの

ではないでしょうか。

４）用途・製品

プラスチックは様々な用途で使用されています。日用品（レジ袋、スト

ロー、包装容器、ペットボトル）、電気部品、機械部品、医療器具、建

築用材など、プラスチックは、日常生活でどこにでも見られるものになっ

ています。

＜プラスチックの身近な使用例①＞

レジ袋

多くはポリエチレンというプラスチックから作られていま

す。その性質から、薄く破れにくく、衛生的にものを運

ぶことができます。

安く破れにくく分解されにくいことから、環境問題の元

凶の一つと位置付けられています。

生分解性のある・なしと由来の関係
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＜プラスチックの身近な使用例②＞

ペットボトル

ほとんどはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）から作ら

れています。ＰＥＴから作られていることから、ペットボト

ルと呼ばれています。

リサイクルしやすい素材です。

しかし、使用量が多く、回収やリサイクルが追い付いてい

ないため、海洋汚染の大きな原因となっています。

≪プラスチックの種類と用途（主なもの）≫



特-8

3 プラスチックの扱い

１）世界での製造と廃棄

プラスチックって様々な形や使われ方をしている

のがわかったけど、世界ではどれくらい作られて

いるのかな？また、どれくらい捨てられているん

だろう？

全世界では、2017 年には年間 3 億 4800 万トンのプラスチック（タ

イヤ向け合成ゴムや繊維製品用の合成繊維は含まず）が製造されていま

す。また、ジョージア大学准教授ジェナ・ジャムベックらの研究によると、

プラスチックの誕生から 2015 年までに累計で 83 億トンの新規のプラス

チックが生産されたと推計されています。一方、カリフォルニア大学教授

のローランド・ガイヤーの研究によると、今までに生産されたプラスチッ

ク 83 億トンについて、63 億トンがプラスチックごみとして発生したと

推計しています。そのうち、累計 49 億トンが廃棄、8 億トンが焼却され、

再利用は全体の 9％の 6 億トンしかありません。

１年間のデータでみると、プラスチック廃棄物全体の約半分を容器包

装プラスチックが占めています。2015 年のデータでは、世界全体で容器

包装プラスチックが 1億 4100万トン発生しています。そのうち１４％し

かリサイクルされておらず、埋め立てで４０％、焼却で１４％、環境中に

は３２％が流出しています。環境中には、年間で約 4500 万トンが流出

している計算です。

＜単位：百万トン＞

出典；WWF ジャパンウェブサイト（https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/3776.html）
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また、2017 年の国際自然保護連合が出したレポートによると、毎年

950 万トンのプラスチックが海に流出していると推定されています。

＜プラスチックが出来てから 2015 年までの累計では＞

・生産 83 億トン

・ごみ 63 億トン

ごみのうち、78％が廃棄されている。

＜１年間の容器包装プラスチック廃棄量（2015 年）＞

・廃棄 1 億 4100 万トン

リサイクル 14％ 約 2000 万トン

埋め立て 40％ 約 5600 万トン

焼却 14％ 約 2000 万トン

環境中への流出 32％ 約 4500 万トン

＜海へ流出したプラスチック量（2017 年）＞

950 万トン

２）日本での製造と廃棄

日本ではどれくらい作られているのかな？また、どれくら

い捨てられているんだろう？

日本では、毎年原材料ベースで約 1000 万トンのプラスチックが生産

され、日本の生産量は世界で第３位です。熱硬化性樹脂が約 100 万トン、

熱可塑性樹脂が約 900 万トンとなっています。

一方、2017 年に排出されたプラスチックの廃棄量は、903 万トンと

なっています。内訳は次ページの通りです。

生 産 廃 棄

熱可塑性樹脂

廃棄 49 億トン

焼却 8 億トン

再利用 6 億トン

約 900 万

トン
903 万

トン

100 慢トン
熱硬化性樹脂

約 100 万トン
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≪廃プラスチックの内訳（2017 年 903 万トン）≫

右のページの通り、廃棄されたプラスチック 903 万トンのうち、リサ

イクル（マテリアルリサイクル（原料や材料として再利用）とケミカルリ

サイクル（化学分解して異なる形状で再利用））されたものは 251 万ト

ンです。そのうち 149 万トンは、海外に輸出されリサイクルされていま

す。

近年、海外への輸出について、受入国側に受け入れ禁止の動きがあり

ます。2017 年末に中国政府が廃プラスチック等の輸入を禁止すること

を決定しました。この決定を受け、日本から中国に輸出した廃プラスチッ

ク量は月 7 万トン前後から月数千トン前後にまで減少しています。中国

に輸出できない分を東南アジア諸国に輸出しましたが、中国ほどの処理

能力がない国々では輸入に制限をかける国が出ました。その結果、廃プラ

スチックの輸出量は、2016 年に 153 万トンであったものが、2018 年

101 万トンまで減少しています。その分は、日本国内で保管・処理され

ますが、処理可能な量以上の廃プラスチックが発生しているため、2018

年現在で受け入れを制限する処理業者も出てきています。このままだと

不適正な処理にもつながりかねず、プラスチックの処理施設の整備を進め

るとともに、廃棄量を減らすことが必要とされています。

廃棄プラスチック 903 万トンのうち、524 万トンは固形燃料や焼却し

て発電や熱利用するサーマルリサイクルされています。残りのプラスチッ

クは、廃棄されています。

出典；一般社団法人プラスチック循環利用協会ウェブサイト（https://www.pwmi.or.jp/）

※ポリスチレン類：

AS、ABS を含む
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・日本のプラスチックは、年間で約 1000 万トン生産され、

2017 年は 903 万トンが廃棄されている。

・廃棄された 903 万トンのうち、有効利用されたのは、775 万

トン（86％）未利用は 128 万トン（14％）

・有効利用された 775 万トンのうち、マテリアルリサイクル、

ケミカルリサイクルされたものは 251 万トン。サーマルリサ

イクルされたものは、524 万トン。

出典；一般社団法人プラスチック循環利用協会ウェブサイト（https://www.pwmi.or.jp/）より立川市作成
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３）立川市の資源とごみの収集状況

立川市では、家庭ごみの収集を行っています。市民のみなさんに、プラ

スチックやビン、缶、雑がみなど資源にできるもの、燃やせるごみ、燃や

せないごみなど 16 分別をお願いしています。

また、事業所から排出された事業系ごみは、民間の収集業者が排出事

業所との契約により収集しています。

収集されたごみの処理結果が下の図（平成 29 年度）となります。

平成 29 年度は、資源のうち、プラスチックは 3,047ｔ搬入されました。

そのうち、総合リサイクルセンターで汚れたものや異物の除去作業を行い、

資源化できたものは、容器包装プラスチック 2,063ｔとその他プラスチ

ック 124ｔ（ペットボトル 23ｔを含む）、合計 2,187ｔとなっています。

資源化できなかったものは、処理残さ（廃プラスチック）となり、焼却さ

れています。また、ペットボトルは、プラスチックとは別に回収、資源化

されており、回収量は 649ｔ、資源化量は 492ｔとなっています。

容器包装プラスチック

その他プラスチック

ペットボトル

2,063t

124t

492t

プラスチック

ペットボトル

3,047ｔ

649ｔ
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この４年間に総合リサイクルセンターに搬入されたプラスチックの量と

資源として搬出されたプラスチックの量、プラスチックのリサイクル率を

グラフにすると次のとおりです。

プラスチックの搬入量に対するプラスチックの資源化量は、減少傾向に

あり、リサイクル率は低下（平成 26 年度 81.6%⇒平成 29 年度 71.0％)

しています。

プラスチックは、家庭からきれいにして出されると資源化できますが、

汚れたプラスチックが混ざってしまうと資源化できませんので、ご協力を

お願いします。
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4 プラスチック海洋汚染への対策

１）国際的な動き

※網掛けは、ヨーロッパの取組です。

※年表の詳しい内容は次のページから説明しています。

・持続可能な開発目標（SDGｓ）の採択がされたあと、ヨーロ

ッパを中心に、プラスチックに対する取組が進められている。

・日本も計画などを策定して取組を進めている。
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2016 年 1 月 世界経済フォーラム年次総会（通称「ダボス会議」）

イギリスのエレンマッカーサー財団が報告書を発表

・海洋流出プラスチックは年間 800 万トン

・海洋に漂うプラスチックごみの重量は、2050 年には魚の重量を上

回る

2017 年 G20 ハンブルク・サミット

「G20 海洋ごみ行動計画」の立ち上げが合意

2018 年 G７シャルルボワ・サミット

海洋のプラスチック廃棄物や海洋ごみに対処する

その他にも、国連環境計画(UNEP)、東南アジア諸国連合(ASEAN)等

の場でも海洋ごみについて議論されている

⇒ 国際連携・協力の必要性が高まっている

≪ヨーロッパでの動き≫

2015 年 9 月 SDGs の 12.2、12.5、14.1 の３つのターゲットに合意

SDGs とは、2015 年 9 月に国連サミットで採択された「持続可能な

開発のための 2030 アジェンダ」のこと。17 ゴールと 169 ターゲット

を中核とした 2030 年までの国際目標です。

ヨーロッパが合意した３つのターゲットは次の内容です。

12.2 2030 年までに天然資源の持続可能な管理及び効率的な利用を

達成する。

12.5 2030 年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利

用により、廃棄物の発生を大幅に削減する。

14.1 2025 年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、特に陸上活動に

よる汚染など、あらゆる種類の海洋汚染を防止し、大幅に削減

する。
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2015 年 12 月 欧州委員会

「サーキュラー・エコノミー・パッケージ」を発表。製品と資源の価値

を可能な限り長く保全・維持し、廃棄物の発生を最小限化することで、

持続可能で低炭素かつ資源効率的で競争力のある経済への転換を図るべ

く、アクションプランを掲げた。

プラスチックについては、プラスチックのバリューチェーン全体の課題

に取り組み、ライフサイクル全体を考慮する戦略を策定する

2018 年 1 月 欧州委員会 「プラスチック戦略」を発表

2030 年までにすべてのプラスチック容器包装をコスト効果的にリユー

ス・リサイクル可能とする、使い捨てのプラスチックの削減の方向性等を

盛り込む

2019 年 3 月 欧州議会

食器、スプーン・フォーク類、ストロー、綿棒等の使い捨てのプラスチ

ック製品を 2021 年までに禁止する規制案を可決

≪G7 での動き≫

2016 年 5 月 G7 富山環境大臣会合 富山物質循環フレームワーク

地球の環境容量内に収まるように天然資源の消費を抑制し、再生材や

再生可能資源の利用を進めることにより、ライフサイクル全体にわたりス

トック資源を含む資源が効果的かつ持続的に使われる社会を実現するこ

と、を共通ビジョンとして掲げた

2018 年 9 月 G7 ハリファクス環境・海洋・エネルギー大臣会合

海洋プラスチックごみに対処するための G7 イノベーションチャレンジ

採択

海洋プラスチックごみ問題への対処のために、プラスチックの管理に関

する革新的かつ拡張可能な技術又は社会の解決を促進するための今後の

取組をまとめた

2018 年 10 月 世界循環経済フォーラム 2018

プラスチック管理に関する革新的な事例紹介や今後の解決の方向性に

ついて議論
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・世界では、使い捨てのプラスチックを使わないようにする、可

能な限り利用する、リサイクルする、などを通じて、ごみとな

るプラスチックが少なくなるルール作りが進められている。

・海洋ごみとなったプラスチックへの対応も、技術革新を図るこ

とで対応しようとしている。

２）日本の取組

日本では今までどんな取組を進めてきたのだろう？

最近では、どんな取組が行われているのだろう？

〇製品に対する法律の整備

平成 12 年に循環型社会形成推進基本法が成立し、３R の取組の進展

が図られました。

また、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律

（容器包装リサイクル法）、特定家庭用機器再商品化法（家電リサイク

ル法）、使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル

法）など、製品の品目に着目して、法律が整備され、法律に従ってリサ

イクルの取組を進めてきています。
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〇素材に着目した取組へ

プラスチックのように、さまざまな製品に使用されている素材をリサイ

クルするためには、製品に着目するのではなく、素材に着目した取組が必

要です。

≪マテリアルリサイクルによる天然資源調査量と環境負荷の削

減に向けて≫

環境省では、2016 年 3 月に「マテリアルリサイクルによる天然資源

調査量と環境負荷の削減に向けて」を取りまとめています。

＜調査検討の着眼点＞

①プラスチック等の素材に着目してどのようにリサイクルを進めるか

②どのように製品への再生資源の利活用を進めていくか

③３R とその結果としての CO2 排出削減を同時に進め、循環型社会と

低炭素社会をいかに達成するか

＜調査結果＞

・日本でのプラスチックの年間排出量が約 1000 万トン

・排出されたプラスチックの多くが焼却処理されている

・焼却に伴い CO2 が約 1800 万トン排出されている

＜結論（示された重要性）＞

・再生プラスチックのリサイクルの取組を進めること

・製品横断的なリサイクルシステムを構築すること

≪第四次循環型社会形成推進基本計画（2018 年 6 月閣議決定）≫

循環型社会形成推進法に基づき、2018 年６月には、第四次循環型社

会形成推進基本計画を閣議決定しています。この中で、循環型社会の形

成に向けた中長期的な方向性として７つの方向性を掲げました。

＜７つの方向性＞

１．持続可能な社会づくりとの統合的取組

２．多種多様な地域循環共生圏形成による地域活性化

３．ライフサイクル全体での徹底的な資源循環

４．適正処理の更なる推進と環境再生

５．万全な災害廃棄物処理体制の構築

６．適正な国際資源循環体制の構築と循環産業の海外展開の推進

７．循環分野の基盤整備（１～６を支える取組）
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≪プラスチック資源循環戦略（2019 年 6 月策定）≫

持続可能な社会を実現し、次世代に豊かな環境を引き継いでいくため

に次の取組を行うこととしています。

①再生不可能な資源への依存度を減らす

②再生可能資源に置き換える

③経済性及び技術的可能性を考慮しつつ、使用された資源を徹底的に

回収し、何度も循環利用する

＜ 施 策 ＞

１．使い捨て容器包装等のリデュース等、環境負荷の低減に資するプ

ラスチック使用の削減

２．未利用プラスチックをはじめとする使用済プラスチック資源の徹底

的かつ効果的・効率的な回収・再生利用

３．バイオプラスチックの実用性向上と化石燃料由来プラスチックとの

代替促進等を総合的に推進する

＜野心的な目標＞

〇リデュース

2030 年までに使い捨て（ワンウェイ）のプラスチック（容器包装等）

を累積で 25％排出抑制する

〇リユース・リサイクル

・ 2025 年までに、プラスチック製容器包装・製品のデザインを、技術

的に分別容易かつリユース可能又はリサイクル可能なものとする

・2030 年までにプラスチック製容器包装の６割をリユース又はリサイク

ルする

・2035 年までに全ての使用済みプラスチックをリユース又はリサイクル、

それが難しければ熱回収も含め 100％有効利用する。

〇再生利用・バイオマスプラスチック

・ 2030 年までに、プラスチックの再生利用（再生素材の利用）を倍増

する

・ 2030 年までに、バイオマスプラスチックを最大限（約 200 万トン）

導入する

いずれの目標も、国民各界各層との連携協働と理解によって達成を目

指すこととしています。
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≪プラスチック・スマート≫

2018 年 10 月に、”プラスチックとの

賢い付き合い方”を進めることを目的に

「プラスチック・スマート」キャンペーン

を立ち上げています。

プラスチック・スマートキャンペーンでは、次の取組を行っています。

＜NGO ・企業・研究機関・地方公共団体等から取組の募集＞

対象となる取組は次の通り

・不法投棄・ポイ捨ての撲滅運動

・散乱ごみや海岸漂着物の回収

・リデュース（例：使い捨て（ワンウェイ）のプラスチックの排出抑制）

・リユース （例：イベントでのリユース食器の利用）

・リサイクル（例：再生プラスチックを使用した製品の開発・利用）

・代替素材を使用した製品の開発・利用

＜個人への呼びかけ＞

ごみ拾いイベントへの参加や、マイバッグ、マイボトルを活用した使い

捨て（ワンウェイ）プラスチックの使用抑制、再生プラスチックの使用な

ど環境に配慮した商品の購入等の取組・アイディアに関する写真・コメ

ントを SNS（Instagram ・Facebook ・Twitter など）上で「＃プラス

チックスマート」のハッシュタグをつけてシェアすることを呼びかけてい

ます。

・日本では、循環型社会形成推進基本法を中心に製品リサイク

ルや３R の取組が進められている。

・素材に着目した取組も進められ、プラスチックを減らす、リサ

イクルする取組も進められている。

・企業や市民が参加する”プラスチック・スマート”の取組も進

められているので、みんなで参加しよう
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２Ｒ （リデュース＝発生抑制、リユース＝再使用） ＋ Ｒ （リサイクル＝再生利用）

5 身近にできる取組

世界や日本では、ルール作りや取組が進められているの

がわかったけど、私たちは何をすればいいのかな？

プラスチックの問題は、私たちが日常で使用していることから、すべて

の人が加害者とも言えます。一方、私たちはプラスチックごみによって経

済的、健康的な直接的な被害や地球の健全さが保てなくなるという間接

的な被害を受けています。プラスチックごみの問題は、すべての人が加害

者であり、被害者です。私たち一人ひとりが意識して取り組まなければい

けません。

企業の努力で、プラスチックから別の素材に替えるための製品の開発な

どが進められています。また、ペットボトルを薄くするなど軽量化を図る

ことで、プラスチックの使用量を減らしています。プラスチックの回収も

様々な形で進められています。

私たちができる取組を見てみましょう。

①使用する量を減らす（リデュース（Reduce））

②何度も繰り返し利用する（リユース（Reuse））

③ごみにせず資源になるように再生する（リサイクル（Recycle））

④プラスチック利用を考えたかしこい消費行動をする

（消費行動（Consume））

⑤河川に流れ出るプラスチックを減らす（清掃活動（Cleanup））

クリーンアップ

地域で清掃活動

※２R＋R について
一般にリデュース、リユー

ス、リサイクルの取組は、

「３R」として、知られていま

すが、ここでは、３つの Rの

優先順位を考え、２R＋R

と表現しています。

リサイクルされるから良い

ではなく、まずはごみにし

ないことが大事です。

リサイクル

リサイクル

ボックスで

分別

ペットボトルなどは

別の製品に再生し

て使用

＋ ２C （コンシューム＝消費行動、クリーンアップ＝清掃活動）

コンシューム

学んで、かしこい消費行動

リデュース

マイバックで買い物

リユース

こわれても修理
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１）使用する量を減らす （Reduce）

マイバッグ、マイボトルなど、身近に使っている使い捨てのプラスチッ

クを使い捨てではないものに替えることで、プラスチック使用量を減らせ

ます。

①ペットボトルを減らす マイボトル

②レジ袋を減らす マイバッグ運動

立川市では、ごみ対策課が中心となって、「立川市マイバッグ推奨

運動」を行っています。

≪平成 29～31 年の３年間のポスター≫
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２）何度も繰り返し利用する（Reuse)

①壊れたものを修理して使う 例：おもちゃの病院

②リサイクルショップ等を活用し、使えるものを必要な人に譲る

③使い捨てのプラスチックを減らす 例：食器再使用システム

立川市では、地域のイベント等における使い捨ての食器を減らし、

何度も使用する食器を貸出ししています。
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３）ごみにせず資源になるように再生する（Recycle）

プラスチックの分別をきちんとしてリサイクルできるようにする。

立川市では、「容器包装プラスチック」と「製品プラスチック」に分け

て収集しています。どちらも汚れているとリサイクルできないので、きれ

いにして収集日に出してください。

容器包装プラスチック

商品が入っていた容器や、商品を包装していたプラスチック類

【例】 （プラマークが目印）

・食品容器

・トレー

・洗剤容器

製品プラスチック

プラマークのないプラスチックのみでできた製品で、容器包装プラス

チック以外のプラスチック類

【例】

・バケツ

・プラスチック製食器

・かご

・保存容器
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４）プラスチック利用を考えたかしこい消費行動をする

（消費行動（Consume））

①どんなごみがどんな形で処理されているのか、何をしたらごみを減ら

すことができるか学ぶ

②世界や日本、立川で問題になっているごみのことを知る

③学んだことをいかして、”ごみにしない””かしこい買い物・消費”

を行う

【学ぶ講座の例】

消費行動が変わることで、製品を作る企業の行動も変わります。企業

は、利益を上げるために、みんなが買わない＝売れない商品は作らない、

みんなが欲しい＝売れる商品を作ります。

過剰包装は買わない、簡易包装を求める、プラスチック製品ではなく、

違う素材の製品を使う、といった消費行動を行うことで、プラスチックか

ら脱却することができます。みんなでかしこい消費行動を行いましょう。
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５）河川に流れ出るプラスチックを減らす（清掃活動）

①ごみはごみ箱へ。リサイクルできるものはリサイクルへ

②ポイ捨て防止・クリーンキャンペーン
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６ まとめ

プラスチック海洋汚染の問題は、海で起こっている問題です。しかし、

原因となるプラスチックは、私たちが日常的に使い、廃棄しています。私

たちがプラスチックを使い、プラスチックの恩恵を受けている一方で、不

適切に廃棄され、海に流れ出ています。その量は非常に多く、このまま進

むと、2050 年には海にすむ魚の量よりも海にあるプラスチックの量が上

回るという報告が出されています。

私たちが住む地球は巨大で一人ひとりの影響は微々たるものと感じる

かもしれません。しかし、全人類の社会や経済の活動は、地球の限界を

超えて、地球から石油などの資源を取り出しています。そして、地球の限

界を超えて、プラスチックなどの廃棄物を地球に戻しています。

この問題を解決するために、日本だけでなく世界的な動きとして、プラ

スチックの利用を見直し、使い捨てのプラスチックを減らすような行動が

なされています。国の規模では、法律などを整備することで、使い捨ての

プラスチックを抑制する動きがあります。民間では、プラスチックを軽量

化したり、プラスチックに代替する素材の開発研究が進められています。

私たちの日常生活でも、使い捨てのプラスチックを減らすにはどうすれ

ばよいのか、考え行動する時が来ています。一人ひとりが問題と向き合い、

自分たちが何ができるのか、自分たちは持続可能な社会の実現のために

何を望むのか、考え、一歩を踏み出しましょう。

まずは、レジ袋をやめてマイバックにする、ペットボトルやプラスチッ

ク包装はきちんと分別しポイ捨てしない、日頃からできることに挑戦しま

しょう。

この特集が、みなさんの第一歩につながれば幸いです。

日々使っているプラスチックがどれだけあるか、見直ししてみよ

う。そして、使わなくてすむプラスチックがあれば、使わないよ

うにしよう。一人ひとりの行動は、ちょっとのことかもしれない

けれど、みんなが行動すれば大きな影響を与えられるよ。

みんなで少しずつ行動していこう。


